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本節の観察対象個体は、2002 年の春に生まれた１歳齢前半の子ザルとその母ザル 15 組であった。観察期間は 2003
年４月から９月までの 76 日間であり、それぞれの母子ペアにつき 15 時間、総計 225 時間の行動観察を行った。子ザ
ルがニップルコンタクトを試みた場合に、その瞬間の母ザルの活動内容と、ニップルコンタクトに対する母ザルの拒
否行動の有無を記録した。 


















【方法】本節の観察対象個体は、2004 年の春に生れた子ザルとその母ザル 11 組であった。観察期間は、2004 年７








































【方法】観察期間は、2001 年４月から８月までの 43 日間であった。各個体につき 10 分の個体追跡を 24 回行い、総
計 108 時間の行動観察を行った。個体追跡中に毛づくろいが生起した場合、全生起法を用いて、毛づくろいの相手、
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